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オペ期日 共通担保資金供給 △ 5,900

CP等買入 △ 600

補完供給 +  200

オペスタート 共通担保資金供給 +  7,000

（日本） 日銀金融政策決定会合における CPI(前年比)(1月)
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鉱工業生産(12月)
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英　BOE政策金利発表、
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＜インターバンク＞＜インターバンク＞＜インターバンク＞＜インターバンク＞
日銀当座預金残高は週初、396兆5,400億円から始まった。その後は21日の国債買入オペや23日の国庫短期証券買入オペ等を主因に増加し、週末となる24日に

は399兆3,600億円となった。

無担保コールON物は、先週に引き続き、地銀業態の日銀当座預金の基礎残高・マクロ加算残高の調整を目的とした調達ニーズが週を通して強く堅調な地合いと

なった。そのため、20日の同加重平均金利は上昇し、△0.018％となった。その後も旺盛な調達意欲は週を通して継続し、20～23日の同加重平均金利は△0.018％

となった。週末3日積となる24日には一層上昇し、△0.016％となった。

ON物の加重平均金利の上昇に伴い、ターム物の出合水準も上昇し、主に1～2W物で△0.010％～△0.005％の出合が見られた。

日銀は20・21日に開催した日銀金融政策決定会合で金融政策の現状維持を決定した。

来週の主な予定は、国内では12月失業率(31日)、12月鉱工業生産(同日)、海外は米FOMC(28日、29日)や英BOE政策金利発表 (30日)などがある。

＜＜＜＜CCCC PPPP＞＞＞＞
今週の入札発行総額は約6,400億円で、週間償還額（約3,900億円）を上回り発行超となった。5・10日スタートでの発行増加や商社・鉄鋼・食品業態から500億円以
上の大型発行が見られた。発行残高は、先週末の21兆9,653億円から23日時点では約22兆3,900億円弱となった模様。発行レートは、浅いマイナスレートも散見さ
れたが概ね0%近辺の出合いであった。
来週の発行市場は、月末日に約1兆5,400億円の償還となっており、事業法人の発行ニーズが引き続き強くロール案件も予定され、活況なマーケットが見込まれる。
尚、週間償還額は1兆7,000億円程度となっている。先週同様、3月期末を見据えて期内物中心の発行案件が多くなると思われる。発行レートは0%近辺の出合い中
心と思われるが、期越え物に対しては、ディーラーの運用ニーズが強く、マイナスレートでの引受が予想される。28日に、ＣＰ等買い入れオペが2,500億円程度オ
ファーされる予定となっている。

＜＜＜＜レポレポレポレポ＞＞＞＞
足許GC取引は週初△0.06%近辺から始まり、週央にかけて△0.09％近辺まで低下した。短国3Mの発行があった27日受渡しでは△0.08％台から始まり、△0.06%台まで上昇して越週した。

SC取引は10年345回債の引き合いが多く見られ、週初△0.10％近辺で取引されたが、以降△0.1％台後半の出合いも見られた。

その他2年403～408回債、5年136～142回債、10年336～357回債、20年167～171回債、30年62～65回債、40年12回債などに引合いが多く見られた。

＜ＴＤＢ＞＜ＴＤＢ＞＜ＴＤＢ＞＜ＴＤＢ＞

24日のTDB3M物884回債(4月27日償還)の入札結果は、最高落札利回り△0.1162％(前回債△0.1122％)、平均落札利回り△0.1222％（同△0.1170％）となり、入札後は△0.120％～△0.125％のレンジで取引

された。そのほかセカンダリーでは3M883回債(4月20日償還)が△0.130％、6M880回債（7/10償還)が△0.140％～△0.145％、1Y877回債(12月21日償還)が△0.133％の水準で出合いが見られた。

来週は31日に3M物の入札が予定されている。


